
必ず起こる大災害へ備える
‐システム崩壊、トイレ問題、健康被害を考える‐

日時：11月14日（木）13:30～15:00
場所：海津市平田町三郷493

(株)日本環境管理センター 大会議室

定員：５０名

環境破壊の弊害ともいえる大雨や干ばつ、頻発する地震などの自然災害。今年１月の能登半島地
震発生以降、８月には気象庁が初めて「南海トラフ地震臨時情報」を発表しました。いまや災害はいつ
どこで起きてもおかしくない状況であり、必ず起こる大災害への対策として日頃からの備えが必要です。

もちろん水や食料の備えはとても大切です。しかし、実は災害発生時のトイレ対応が深刻な問題である
ことはあまり知られていません。また、能登半島地震では、電気や水道、生活排水処理などのライフライ
ン復旧が遅れ、中でも下水道復旧の大幅な遅れが問題視されました。ライフラインを速やかに復旧する
には、しなやかに回復するシステムを構築することがとても重要になってきます。

災害発生時、自宅でも避難所でも困らない為に、排水処理・トイレ衛生の専門家を招き、近い将来必
ず起こる大災害への備えについて考えたいと思います。

大人のぎふ地球環境塾 環境セミナー

参加費無料

【主催】一般社団法人ぎふ地球環境塾 TEL/
【後援】海津市



講師のプロフィール

FAX 0584-65-0530 ／ e-mail soumu@nikkan-c.co.jp
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